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平成２６年（ネ）第１２６号	 大飯原発３，４号機運転差止請求控訴事件	 

一審原告	 松田正	 外１８６名	 

一審被告	 関西電力株式会社	 

	 

証拠説明書	 

-長沢意見書について-	 

	 

	 

平成２７年１１月	 日	 

	 

名古屋高等裁判所金沢支部民事部第１部Ｃ１係	 御中	 

一審原告ら訴訟代理人弁護士	 佐 藤 辰 弥	 	 	 

同	 	 	 	 	 	 	 	 	 弁護士	 笠 原 一 浩	 	 	 

同	 	 	 	 	 	 	 	 	 弁護士	 鹿 島 啓 一	 	 	 

	 

号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

甲２０３ 「高浜3・4号
と大飯3・4号

の基準地震動

は過小評価さ

れている」と

題する意見書	 

写

し	 

H27.10
.1	 

大阪府立

大学名誉

教授長沢

啓行	 

①「震源を特定せず策定する地

震動」として少なくとも１３

４０ガルを想定すべきこと	 

②本件大飯原発についても耐

専スペクトルによって地震

動評価を行うべきこと	 

③「入倉式」によって地震モー

メントを算出すると過小評

価になるおそれがあること

等	 

	 

甲２０４	 「震源を特定し

にくい地震によ

る地震動の検討

に関する報告書

（平成１６年度

）」と題する書

面	 

写

し	 

H17.6 独立行政
法人原子

力安全基

盤機構（J
NES） 

	 Ｍ６．５の横ずれ断層によっ

て最大１３４０ガルの地震動

が発生し得ること	 
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号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

甲２０５

の１ 
「川内１・２号

の審査書案を受

けた地震動評価

等に関する公開

質問状」と題す

る書面	 

写

し 
H26.7.
22 

若狭連帯

行動ネッ

トワーク 

①	 １３４０ガルを「震源を特

定せず策定する地震動」に取

り入れるべきことについて

検討する必要性を原子力規

制庁が認めていること	 

②	 耐専スペクトルが見直し

作業中であること	 

	 

甲２０５

の２ 
「原子力規制委

員会（原子力規

制庁）との交渉

記録」と題する

書面	 

写

し 
H26.7.
29 

同上 同上	 	 

甲２０５

の３ 
「７月２９日の

話し合いを踏ま

えた川内１・２

号審査書案に関

する緊急申し入

れ」と題する書

面	 

写

し 
H26.8.
1 
 

同上 同上	 	 

甲２０６

の１ 
「川内・高浜・

大飯原発の基準

地震動と川内原

発の火山に関す

る公開質問状」

と題する書面	 

写

し 
H26.1
1.19 

同上 同上	 	 

甲２０６

の２ 
「原子力規制委

員会・原子力規

制庁との交渉記

録」と題する書

面	 

写

し 
H27.1.
16 

同上 同上	 	 
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号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

甲２０６

の３ 
「１月１６日の

話し合いを踏ま

えた川内原発と

高浜原発に関す

る緊急申し入

れ」と題する書

面 

写

し 
H27.1.
23 

同上 同上	 	 

甲２０７

の１ 
 
 
 
 
 

ＤＶＤ‐Ｒ（音

声データ） 

 

 

写

し 
 
 
 
 

H26.7.
29 
 
 

同上 甲２０５の２，２０６の２の交

渉記録の内容の真正について	 

	 

甲２０７

の２ 
 
 
 
 
 

ＤＶＤ‐Ｒ（音

声データ） 

 

 

写

し 
 
 
 
 

H27.1.
16 
 
 

同上 甲２０５の２，２０６の２の交

渉記録の内容の真正について	 

	 

甲２０８ 原子力安全委
員会「応答ス

ペクトルに基

づく地震動評

価」に関する

専門家との意

見交換会速記

録 

写

し 
H21.5.
22 

原子力安

全委員会 
極近距離よりも等価震源距離

が短い場合でも，耐専スペクト

ルが適用可能であること（なお

４５頁の釜江の「黄色の部分」

は下記甲２０９スライド１４

の朱色の四角を指す）	 

	 

甲２０９ 耐専スペクトル
の適用性検討

（内陸地殻内地

震を対象とした

追加検討内容） 

写

し 
H21.5.
22 

東京電力

株式会社 
極近距離より等価震源距離が

短い場合でも，耐専スペクトル

が適用可能であること	 

上記専門

家との意

見交換会

における

配付資料

１‐２	 
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号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

甲２１０ 
 
 
 
 
 
 

「大飯発電所基

準地震動評価に

ついて」と題す

る書面（抜粋） 
https://www.nsr.
go.jp/data/00003
4943.pdf 

写

し 
H25.1
2.18 

一審被告 耐専式における等価震源距離
と最大加速度値の関係	 

第５９回

原子力発

電所の新

規性基準

適合性審

査に係る

審査会合

，資料２

‐３，表

紙及びス

ライド１

２	 

甲２１１ 
 

「柏崎刈羽原子

力発電所におけ

る平成１９年新

潟県中越沖地震

時に取得された

地震観測データ

の分析及び基準

地震動につい

て」（抜粋）

http://www.meti.
go.jp/committee/
materials/downlo
adfiles/g80522a1
9j.pdf 

写

し 
H21.5.
22 

東京電力

株式会社 
新潟県中越沖地震での反省を

踏まえ，断層モデルにおいて短

周期レベルで１．５倍すること

，耐専式でも内陸補正係数を乗

じないこととなったこと	 

第９回耐

震・構造

設計小委

員会地震

・津波，

地震・地

盤合同ワ

ーキング

グループ

配布資料

，表紙及

び７９頁	 

甲２１２ 地学雑誌１１０
号「シナリオ地

震の強震動予

測」 
https://www.jsta
ge.jst.go.jp/articl
e/jgeography188
9/110/6/110_6_8
49/_pdf 

写

し 
H13.1
1.2 

入倉孝次

郎，三宅弘

恵 

自ら提唱する断層長さと地震

モーメントの関係式が，日本の

データに適用できるかにつき，

入倉らは初めから留保を付し

ていたこと	 
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号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

甲２１３ 中央防災会議	 
東南海，南海地

震等に関する専

門調査会「２	 

断層のモデル

化」

http://www.bous
ai.go.jp/kaigirep/
chuobou/senmon
/tounankai_nank
aijishin/pdf/sank
ousiryou2.pdf 

写

し 
H18.1
2.7 

中央防災

会議	 東

南海，南海

地震等に

関する専

門調査会 

中央防災会議において「入倉式

」が他の式よりも地震規模を小

さく見積もることが示されて

いること	 

	 

甲２１４ 「地震断層のす
べり変位量の空

間分布の検討」

と題する論文 
http://library.jsce
.or.jp/jsce/open/0
0578/1993/22-02
91.pdf 

写

し 
H5 Paul.G.So

merville 
Somervilleらによって日本と

北西アメリカの地殻内地震と

では，地震モーメントと断層面

積との関係について明らかな

違いがある旨指摘されている

こと	 

	 

甲２１５ 「地震」第２輯
５１巻「日本列

島における地殻

内地震のスケー

リング則」

https://www.jsta
ge.jst.go.jp/articl
e/zisin1948/51/2/
51_2_211/_pdf 

写

し 
H10.4.
21 

武村雅之 武村氏によっても米国中心の
地震データに基づく断層パラ

メータ間の関係は日本の地殻

内地震に適用できないことが

指摘されていること	 

	 

甲２１６ 暫定版	 「活断
層の長期評価手

法」報告書	 

http://www.jis

hin.go.jp/main

/choukihyoka/k

atsu_hyokashuh

o/honpen.pdf	 

写

し 
H22.1
1.25 

地震調査

研究推進

本部	 地

震調査委

員会	 長

期評価部

会 

推本では長さ１００ｋｍを超

えるような断層を「長大な断層

」としていること	 

	 

甲２１７ 「経験的グリー 写 H14.1 池田隆明，鳥取県西部地震では２つのア 	 
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号	 証	 
標	 	 	 目	 

（原本・写しの別）	 

作	 成	 

年月日	 
作 成 者	 	 	 	 	 	 立	 証	 趣	 旨	 備考	 

ン関数法を用い

た２０００年鳥

取県西部地震の

震源モデル化と

強震動シミュレ

ーション」	 

し 1 釜江克宏，

三輪滋，入

倉孝次郎 

スペリティの平均応力降下量

は，それぞれ２８．０ＭＰａ，

１４．０Ｍｐａであること	 

甲２１８ 釜江克宏ホーム
ページ「２００

７年３月２５日

能登半島地震（

Ｍｊ６．９）の

震源のモデル化

」 
http://www.rri

.kyoto-u.ac.jp

/jishin/eq/not

ohantou/notoha

ntou.html	 

写

し 
 釜江克宏，

池田隆明，

三輪滋 

能登半島地震では，３つのアス

ペリティの平均応力降下量は，

それぞれ２０ＭＰａ,２０ＭＰ

ａ，１０Ｍｐａであること	 

	 

甲２１９ ２００７年新潟
県中越沖地震の

強震動	 

http://www.koj

iro-irikura.jp

/pdf/cyuetsu_0

80319.pdf	 

写

し 
H19.1
2.24 

入倉孝次

郎，香川敬

生，宮腰研

，倉橋奨 

新潟県中越沖地震では，３つの

アスペリティの平均応力降下

量は，それぞれ２３．７ＭＰａ

,２３．７ＭＰａ，１９．８Ｍ

ｐａであること	 

	 

甲２２０ 「平成２０年
（２００８年）

岩手・宮城内陸

地震において記

録されたきわめ

て大きな強震動

について」 
http://www.kyos

hin.bosai.go.jp

/kyoshin/topics

/Iwatemiyaginai

riku_080614/IWT

H25_NIED.pdf 

写

し 
 防災科学

技術研究

所 

平成２０年の岩手・宮城内陸地

震では，トランポリン効果やロ

ッキング効果の発生は考えら

れない地中でも，１０００ガル

を超える地震動が観測された

こと	 
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